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1. 総合評価 

良い 
 
 

【評価コメント】 
ヒト由来グリア系株化細胞（hNDMPC）をフィーダーとして、ヒト iPS 細胞由来神経前

駆細胞（hiPSC-NPC）から神経細胞の作製と成熟を誘導する方法である 2.5 次元共培養
法を開発した。この方法は、神経分化誘導、神経軸索伸長、シナプス成熟を促進すること
を明らかにしており、多施設でのバリデーションも行った点は評価できる。本研究で開発
された 2.5 次元共培養法は、シナプス機能が成熟した hiPSC-NPC 由来神経細胞の作製が
可能な分化誘導技術であり、Synaptopathy 病態解析研究への活用が期待できるものの、
初代培養神経細胞に比較するとシナプス成熟度は低く、シナプス形態の評価にはより多く
のシナプス関連タンパク質を用いた総合的な検証が必要である。ロバストな分化誘導法と
するには、作製される hiPSC-NPC 由来神経細胞の特性にばらつきがないことを示すべき
である。研究期間内に理研 BRC への hNDMPC 細胞寄託を完了させることが出来ておら
ず、今後の寄託に期待する。 

 


